



（スポーツの場における多様性や持続可能性の確保）
運動部活動改革への対応や人口減少によるスポーツ環境の
変化、子供の体力レベルの低下など


(不適切な指導の根絶)
スポーツ医・科学の知識に基づかない指導や暴力・ハラス
メントなどの反倫理的行為、勝利至上主義など

資格の価値を高め、指導者の資格取得や指導を受ける際の対価等、社会での認識を変える

プレーヤー、アントラージュ(指導者、保護者等）が
それぞれのWell-being（良好・幸福な状態）を
実現している社会

公認スポーツ指導者の資質能力の維持・向上資質能力を備えた公認スポーツ指導者の養成

①②の取組促進に向けた環境整備



（資質能力を備えた公認スポーツ指導者の養成）



情報発信の方法（トップアスリートの活用等）や内容（資格取得者向けのサービスの紹介や資格取得者の実態等）の改善等


女性コーチがスポーツ活動において必要とされているということの「見える化」等


NF・学連との連携による競技別指導者資格養成の実施等


代表合宿での講習会開催等


将来の指導者候補である学校開放等の利用者等への資格取得の案内発信等


スポーツ少年団や総合型地域スポーツクラブ、大学、フィットネスクラブの指導者、スポーツ推進委員における資格取得の促進等


外部指導者に対する資格取得に向けた広報活動の促進、コーチングアシスタント集合講習の開催促進、免除適応コースの支援の充実等


未養成団体との連携促進、コーチデベロッパーの活用策の検討、女性コーチを増やすための計画に関するNF調査の実施等


4年ごとに資格を更新することに対するインセンティブの検討等


女性コーチが求めるサポート内容等に関するニーズ調査（有資格者対象）の実施等



（公認スポーツ指導者の資質能力の維持・向上）



アセスメントツール(2023年度開発予定)の活用、指導者マイページでの更新研修や活動状況のデータ蓄積と「見える化」等


コーチデベロッパーによるアドバイスサービス・機能（学習コミュニティの形成）やオンラインセミナー・オンラインサロンの開催等



共通科目の学問領域別の内容の定着を図るため、事前学習の実施方法や形態を改善する


共通科目ⅡやⅢについて、専門科目の受講と分離し、共通科目のみの受講を解禁することを検討


養成主任（コーチデベロッパー）による教育の質の向上




1時間単位でのポイント管理の開始、インテグリティ教育（NO！スポハラ活動）の義務付け等


昇格や資格追加に該当しない資格（取得済の資格や下位資格）の養成講習会を受講した際に更新研修の実績として認めることを検討
養成講習会での学習コンテンツ（オンラインテストや学問領域別の動画等）を更新研修のポイントとして認めることを検討


当該期間に受講した研修実績を翌期の更新研修としてはカウントできない運用の改善


NF等と連携した対象者に応じたプログラムの運用等



（①②の取組促進に向けた環境整備）
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